
第29回 石川県道路安全・円滑化検討委員会

報告内容

令和７年３月２４日

１．これまでの検討経緯
２．金沢東部環状道路の４車線化１年後の効果について
３．能登地域における交通状況の変化について
４．今後の進め方

資料



１．これまでの検討経緯

１－１ これまでの主な検討経緯

① 金沢東部環状道路の４車線化１年後の効果について

② 能登地域における交通状況の変化について

③ 渋滞緩和に向けた高速道路での割引について

大型店舗出店

沿道環境等の変化

道路・交通網の整備等

これまでの主な検討経緯

第２９回 石川県道路安全・円滑化検討委員会議論のポイント

道路利用者のご意見

最新交通データ（ETC2.0等）
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• 平成24年度 主要渋滞箇所の公表

• 平成25年度 渋滞対策基本方針（案）の議論

• 平成26～28年度 対策の効果検証、主要渋滞箇所のモニタリング、解除・追加方針案の提案

• 平成29年度 解除・追加方針に基づく主要渋滞箇所の見直し

• 平成30～令和元年度 主要渋滞箇所のモニタリング

• 令和2～4年度 解除・追加方針に基づく主要渋滞箇所の見直し

• 令和5年度 解除方針の変更による主要渋滞箇所の見直し



指標① 指標②

指標③渋滞損失時間
昼間12時間
80万人時間/年
以上

昼間12時間(7時～19時)
の渋滞損失時間

渋滞損失時間
朝(2h)、昼(8h)、夕(2h)
のいずれか
182.6人時間以上

基本指標（交差点渋滞損失時間）
による評価

渋滞損失時間が多い
ボトルネック交差点の抽出

昼間12時間の
総渋滞損失時間が
多い交差点

一部の時間において
渋滞損失時間が多い
交差点

平日ﾋﾟｰｸ時の
損失時間

指標④

1箇所 16箇所 ７１箇所

一方向だけでも
旅行速度が低い
交差点

平日ﾋﾟｰｸ時
最低旅行速度

休日ﾋﾟｰｸ時の
最低旅行速度

一方向だけでも
旅行速度が低い
交差点

1３箇所

地域の課題を反映
するﾃﾞｰﾀによる補完

３２箇所

指標①～④以外の
H21年度選定箇所

特定箇所（Ｒ6.8時点）

１４５箇所

第4回委員会意見

道路管理者・事業者等からの意見(パブコメ）、現地の状況

12箇所

１．これまでの検討経緯

■主要渋滞箇所は、H24年度（第６回委員会：H25年1月開催）に実施した以下のフローにより判定。

■主要渋滞箇所は交通データによる渋滞状況の検証により、第28回委員会（R6年8月開催）の時点で１４５箇所が特定。

指標③：平日朝2h、夕2hの最低旅行速度（センサス区間）が一方向だけでも20km/h以
下、かつ年間渋滞損失時間が3万人時間/年km以上

指標④：休日7時～19時のうち、最低旅行速度（DRM区間）が一方向だけでも20km/ｈ
以下の渋滞時間帯の割合が50％以上

指標⑤：平日朝2h、夕2hの最低旅行速度（DRM区間）が一方向だけでも20km/h以下

１－２ 石川県の主要渋滞箇所の特定状況（国道・県道）について

【特定日に混雑】

【パブコメによる追加】

【委員会における意見】【渋滞多発】 計 ８８箇所
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H24年度特定箇所

指標⑤

渋滞対策事業との関係と、
平日ﾋﾟｰｸ時最低旅行速度
による渋滞箇所の精査

（※）『渋滞損失時間』とは、渋滞が無い場合の所要時間と実際にかかる所要時間の差の年間合計値



石川県全域
（１45箇所）

金沢市中心市街地エリア

１．これまでの検討経緯

【主要渋滞箇所（位置図）】

金沢都市圏

金沢都市圏

■主要渋滞箇所（145箇所）は、県中心部である金沢都市圏に集中。
■特に、金沢市中心市街地エリアや国道８号に集中。
■令和６年度の主要渋滞箇所の追加・解除の対象なし。

８

８

１－３ 石川県の主要渋滞箇所について
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【渋滞多発】

【特定日に混雑】

休日における速度低下箇所

【委員会における意見】

H21年度委員会の検討による
抽出箇所

【パブコメによる追加】

８８箇所
渋滞損失時間が多い、または
平日ピーク時における旅行速
度20km/h以下の箇所

２５区間１エリア

主要渋滞箇所総数:１45箇所

1３箇所

３２箇所

１２箇所

エリア：都市部、混雑区間・箇所が面的
に広がっており、複数路線に跨
がり主要渋滞箇所を含む区域

区 間：交差点が連担するなど、速度低
下箇所が連続しており、複数の
主要渋滞箇所を含む区間

【主要渋滞箇所特定状況（令和6年8月時点）】

国道・県道

157

159

159

157
【主要渋滞箇所の見直し経緯】

対象交差点検討経緯年度

小杉南、舟橋２箇所解除Ｒ３

追加・解除なしＲ４

加茂、徳田大津インター、

上八里、猫の目、大桑
町南、新太田、打越

解除方針の変

更 に 伴 い ７ 箇
所解除

Ｒ５

追加・解除なしＲ６



■交通量の変化（平日）
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■旅行速度の変化（平日ピーク時）
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【旅行速度・旅行時間】ETC2.0プローブデータ
４車線化前 平日：令和５年４月～６月（7時～9時）
４車線化後 平日：令和６年４月～６月（7時～9時）

出典
【交通量】JARTIC日本道路交通情報センター

トラフィックカウンター（金沢東部環状道路）
４車線化前 平日：令和５年４月～６月（7時～9時）
４車線化後 平日：令和６年４月～６月（7時～9時）
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■4車線化前後での旅行時間の分布（今町～兼六園下）

【今町→兼六園下】 【兼六園下→今町】
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平均旅行時間の短縮
（25分→19分：約6分短縮）

平均旅行時間の短縮
（17分→13分：約4分短縮）

移動の余裕時間：約10分

移動の余裕時間：約7分 ※移動の余裕時間（移動に見込む余裕時間）
通行する車両のうち、移動に要する時間が短い方から９
割の車両が通行するまでの時間と平均旅行時間の差

移動の余裕時間：約2分
約3分短縮

移動の余裕時間：約7分
約5分短縮

兼六園下

２－１ 金沢市街地における交通量・旅行速度の変化

２．金沢東部環状道路の４車線化１年後の効果について

■国道１５９号金沢東部環状道路（金沢森本IC～神谷内間）が、令和５年８月１１日に４車線化完了。
■金沢森本IC～神谷内間の４車線化後、市内中心部の香林坊や金沢駅周辺で平日の交通量が約10％減少し、旅行速度が

上昇傾向。
■４車線化開通区間を中心に旅行速度が20%以上上昇したことで、今町～兼六園下間では平均旅行時間が最大約6分短縮

した他、渋滞により目的地への移動に要する時間のばらつきを考慮して見込んでいた余裕時間が最大約5分短縮。
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２－２ 国道159号および並行路線（国道359号）の旅行速度の変化

■平日朝ピーク時における４車線化前後の旅行速度を比較すると、金沢東部環状道路の上り方向では金沢森本IC～東長江
IC間、下り方向金沢森本IC～神谷内IC間で旅行速度が20km/h以上上昇。

■国道１５９号金沢東部環状道路に並行する国道３５９号では、大半の区間で旅行速度が上昇。

２．金沢東部環状道路の４車線化１年後の効果について
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【平日朝ピーク時の旅行速度差】

データ出典：ETC2.0プローブ情報
4車線化前：R5年4月～6月（7～9時）、4車線化後： R6年4月～6月（7～9時）

８

159

359

主要渋滞箇所

金沢駅

東金沢駅

森本駅

武蔵

東長江

鈴見

兼六園下

田中

福久
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福久南

諸江

千木１

千木北

金沢森本IC口

南新保

157

（km/h）

旅行速度が
20km/h以上上昇

20km/h～

10～20km/h
0～10km/h

-10～0km/h
～ -10km/h

国道１５９号（本線）

下り
(↓)

上り
(↑)

+50.3+3.8金沢森本IC

+30.9+30.3～

+9.1+62.4神谷内IC

+0.2+54.7～

+1.0+3.0東長江IC

-2.3-0.2～

-1.3+0.1鈴見

国道３５９号

下り
(↓)

上り
(↑)

+1.2+1.8森本

+2.3+3.3森本南

+0.4+1.2神谷内

-0.6+4.3小坂町

+1.4+3.3大樋町

+0.1-0.1鳴和

+3.3―橋場

旅行速度が
上昇

【国道３５９号の旅行速度変化】

進行方向：下り（北→南）

進行方向：上り（南→北）

４車線化後

４車線化前（km/h）

（km/h）

旅行速度が上昇

旅行速度が上昇

神谷内

森本

森本南

大樋町

鳴和

小坂町

橋場

359

【旅行速度の変化（平日朝ピーク時）】
（km/h）



■主要渋滞箇所である、森本交差点・森本南交差点・神谷内交差点・小坂町交差点では、旅行速度の上昇がみられるが平
日の解除基準である20km/h以上（全方向）まで緩和していないことから、引き続き、金沢東部環状道路の全線４車線化整
備による交通の転換を促進を行う必要がある。

２．金沢東部環状道路の４車線化１年後の効果について
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【森本交差点】 （km/h）

森本
森本駅

神谷内

森本南

359

359

福久

神谷内

千木１

千木北

金沢森本IC口

福久南

主要渋滞箇所

20km/h～

0～20km/h

至

福
井

至
富
山

【森本南交差点】

【神谷内交差点】

159

【小坂町交差点】森本駅

小坂町

差４車線化後４車線化前

+1.813.912.1国道359号（↑）

+0.310.09.7国道359号（←）

+1.215.414.2(一)蚊爪森本停車場線（↓）

差４車線化後４車線化前

+3.319.316.0国道359号（↑）

+2.328.926.6国道359号（↓）

差４車線化後４車線化前

+1.212.811.6国道359号（↑）

+0.415.014.6国道359号（↓）

差４車線化後４車線化前

+4.323.118.8国道359号（↑）

-0.615.916.5国道359号（↓）

+0.38.98.6(一)東金沢停車場線（→）

注：単線表示区間は上下のうち低い旅行速度を表示

○国道359号における主要渋滞箇所の状況（平日・朝ピーク時）

８

データ出典：ETC2.0プローブ情報
4車線化前：R5年4月～6月、4車線化後： R6年4月～6月

【４車線化後の旅行速度】

：20km/h以下 ：20km/h以上（解除条件を満たす）



■鳴和交差点と橋場交差点では、旅行速度の上昇がみられるが20km/h以上に緩和していないことから、引き続きモニタリン
グを継続。

■大樋町交差点では、国道359号（上下）は20km/h以上に改善しているが、従道路の(一)東金沢停車場線が20km/h以下で
あることから、引き続きモニタリングを継続。

２．金沢東部環状道路の４車線化１年後の効果について
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（km/h）

森本駅

359

神谷内

主要渋滞箇所

至
富
山

【大樋町交差点】

【鳴和交差点】
大樋町

鳴和

小坂町

橋場

159

【橋場交差点】

武蔵

157

東長江

20km/h～

0～20km/h

差４車線化後４車線化前

+3.323.420.1国道359号（↑）

+1.423.321.9国道359号（↓）

+0.910.79.8(一)東金沢停車場線（←）

差４車線化後４車線化前

-0.115.715.8国道359号（↑）

+0.111.711.6国道359号（↓）

-1.823.625.4(一)金沢停車場北線（→）

差４車線化後４車線化前

+3.315.412.1国道159号（↓）

+4.415.010.6国道159号（↑）

+0.87.36.5国道159号（→）

注：単線表示区間は上下のうち低い旅行速度を表示

【４車線化後の旅行速度】

159

データ出典：ETC2.0プローブ情報
4車線化前：R5年4月～6月、4車線化後： R6年4月～6月

浅野本町

博労町

むさし西

上堤町

○国道359号における主要渋滞箇所の状況（平日・朝ピーク時）

：20km/h以下 ：20km/h以上（解除条件を満たす）
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２－３ 道路整備によるCO2排出量の変化

■金沢東部環状道路の金沢森本IC～神谷内IC間の4車線化により、金沢市中心部では、交通の転換や旅行速度の上昇によ
り、CO2排出量が5%～25%減少が伺える。

■並行する国道359号や国道8号においてもCO2排出量が減少しており、交通転換による走行性改善が伺える。

■金沢都市圏（下図の範囲）における、総CO2排出量は、４車線化前に比べ約４％減少。

２．金沢東部環状道路の４車線化１年後の効果について
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【面的なCO2排出量の変化】

データ出典：
速度算出 ETC2.0プローブ情報、R5年・R6年、4～6月値
交通量 JARTIC日本道路交通情報センター

トラフィックカウンター（金沢東部環状道路）
４車線化前 平日：令和５年４月～６月（12時間）
４車線化後 平日：令和６年４月～６月（12時間）

CO2算定式 道路環境影響評価等に用いる自動車排出係数の算定根拠（ 平成22年度版）
（国土技術政策総合研究所資料第671 号）

データ出典： 速度算出 ETC2.0プローブ情報、R5年・R6年、4～6月値
交通量 トラフィックカウンター（金沢東部環状道路）、実測値（国道8号、国道359号）

４車線化前 平日：令和５年４月～６月（12時間）、令和５年５月１６日（火）、令和５年１１月２９日（火）
４車線化後 平日：令和６年４月～６月（12時間）、令和６年１０月８日（火）、令和６年９月１０日（火）

【区間別のCO2排出量の変化】

《国道8号（今町IC～西念）》 《国道159号（今町IC～鈴見）》

《国道359号（梅田IC口～橋場）》 《金沢都市圏※》

-4.9%

+4.7%

-4.1%

-2.8%

※交通量及び速度を共に取得できた
エリアの合計値（左図参照）

○金沢東部環状道路では、走行速度の改善により
車両1台あたりのCO2排出量は改善（-15.8%）。

○一方、区間全体を通じて交通量が増加したこと
で、CO2の総排出量が増加



３－１ 能越自動車道・のと里山海道における冬期走行の安全性確保

■能越自動車道・のと里山海道（のと三井ＩＣ～徳田大津ＩＣ 延長３７．９ｋｍ）では、冬期走行の安全性確保に向けてカーブや
勾配を緩やかにするため、夜間通行止めによる集中工事を令和６年１１月１１日から１２月１８日の期間で実施。

■対策後は工事前の９月に比べ、急ブレーキ発生回数は約３５％減少し、急ハンドル発生回数は約４０％減少、平均所要時
間は工事前の９月に比べ約２分短縮。

３．能登地域における交通状況の変化について
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【急ブレーキ発生回数】
・急ブレーキ発生回数が約３５％減少。

（１００台あたり） ９月：９７.９件 ⇒ １月：６３.８件
※（参考）震災前：６７．３件

【急ハンドル発生回数】
・急ハンドル発生回数が約４０％減少。

（１００台あたり） ９月： ２０５.９件 ⇒ １月： １２３.１件
※（参考）震災前：８３.４件

【所要時間】
・区間別の平均所要時間は約２分短縮。

（のと三井ＩＣ～徳田大津ＩＣ）９月：３９.０分 ⇒ １月： ３７.４分

３．能登地域における交通状況の変化について
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急ブレーキ発生回数 急ハンドル発生回数

R6年9月：97.9(回)
R7年1月：63.8(回)

R6年9月 R7年1月

100台あたりの
急ブレーキ発生回数

R6年9月：205.9(回)
R7年1月：123.1(回)

100台あたりの
急ハンドル発生回数

所要時間
9月：5.5分
1月：5.1分

所要時間
9月：9.6分
1月：9.8分

所要時間
9月：13.8分
1月：13.0分

所要時間
9月：4.2分
1月：4.0分

所要時間
9月：6.0分
1月：5.4分

(回) (回)

【震災前】
R5年9月：67.3(回)

【震災前】
R5年9月：83.4(回)

所要時間合計
R6年9月：39.0分
R7年1月：37.4分
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分析期間：R6年 9月： 9月12日～18日（1週間）
R7年 1月： 1月14日～20日（1週間）

【使用データ】
●急ブレーキ

ETC2.0プローブ情報（前後加速度が-0.3G以上を急ブレーキとして集計）
●急ハンドル発生回数

ETC2.0プローブ情報（左右加速度が±0.3G以上を急ハンドルとして集計）
※一般的に旅客運送では0.3Gを超えると乗客に不快感を与える

とされている値。
●所要時間

ETC2.0プローブ情報（7～19時の12時間平均）

：通行機能の確保に著しい支障が生じた多段盛土の大規模崩壊箇所

R6年9月 R7年1月



３－２ ＭＦＤ解析による奥能登地域の走りやすさ評価

■奥能登地域（輪島市・珠洲市・能登町・穴水町）の道路ネットワーク全体の走りやすさをＭＦＤにより分析すると、地震直後は
通常時と比べ走りやすさが半減。

■道路復旧工事が進むにつれ走りやすさが回復しており、地震半年後は約５０％、地震１年後では約７５％の回復が見られる。

３．能登地域における交通状況の変化について
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ＭＦＤ(Macroscopic Fundamental Diagram)とは
・ 道路ネットワーク全体の走りやすさ（交通性能）を表したもの
・ 一般的に線形近似曲線（散布図で表示された複数のデータのなるべく近くを

通るように引いた線）の傾きが大きいほど走りやすさが良好な状態を示す

出典：ETC2.0プローブ情報
対象：奥能登地域（輪島市、珠洲市、能登町、穴水町）

国道・県道以上及び市長道の幅員5.5m以上の道路
期間：通常時 ：R5年10月1日～7日（7日間）

地震直後 ：R6年1月9日～15日（7日間）
地震半年後 ：R6年6月1日～7日（7日間）
地震１年後※：R6年11月10日～16日（7日間）

※現時点で取得できる最新データを地震１年後として表現

算出方法
・ 対象とするエリア内の各DRMリンク（デジタル道路地図の道路区間）における

交通密度（車両数[台]）と交通流率（交通密度[台]×平均速度[km/h]）を1時
間ごとに算定し、それらを散布図にすることでネットワーク全体の交通性能を
表現している

分析対象範囲
（奥能登地域）

：道路リンク
：市町村界

輪島市

珠洲市

能登町

穴水町

交
通
流
率

交通密度

●：通常時
●：地震直後
●：地震半年後
●：地震１年後

地震直後よりも傾きが向上
⇒復旧工事により
走りやすさが回復

ＭＦＤ図

約50%回復

約75%回復

地
震
直
後

・土砂崩れや舗装亀裂、沿道の家屋倒壊など、道路の通行機能に著しい支障が発生し
てスムーズに走行できない状態

・道路の通行機能がある程度回復して、復興関連車両等により車両台数（交通密度）が
増加しているが、走行がスムーズになりつつある状態

土砂崩れ

亀裂

地
震
半
年
後

復旧

段差

復旧

土砂撤去



４．今後の進め方

■最新のデータによる渋滞状況のモニタリング・検証等、渋滞検討マネジメントサイクルを実施

■主要渋滞箇所のモニタリング

■金沢都市圏の交通課題の分析

検討委員会の進め方（案）

■検討委員会の開催

・金沢東部環状道路の４車線化効果の報告など

■最新プローブデータによる検証

令和７年３月
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■検討委員会の開催

・主要渋滞箇所の見直し箇所の特定、ピンポイント渋滞対策の結果報告など

令和７年８月頃

データ分析・現地確認

道路利用者会議の意見

毎
年
見
直
し
・
検
証


